
ＨＵＥＳ１ 状況報告

広島大学 久保大輔



日程

８/１０～ 設置・組み立て・配線 等

８/１３～ リークチェック

（Ｃｒｙｏ Ｐｕｍｐ に付いてきたＩＣＦ３４の

バルブからリーク ）

８/２０～ 低温ベーキング

８/２４～ Ｃｒｙｏ Ｐｕｍｐ 運転



設置（正面） ８月１０日～



設置（横）



Ｐｕｍｐの基本性能

ＴＭＰ・・・300ℓ/s

クライオポンプ（Ti製・ベーキングOK）

・・・ N2 1700ℓ/s    H2 2700ℓ/s

Ar 1400ℓ/s   H2O 4000ℓ/s

ＮＥＧ・・・ H2 1900ℓ/s    CO    650ℓ/s



ＴＭＰ&スクロールポンプ試運転

●ベーキング無しの状態でＴＭＰ&スクロールでどこ
まで真空度が下がるかテスト

→６４ｈで ８．２×１０＾－５（Ｐａ） に到達。



ベーキング ８月２０日～

●ベーキング後（クライオ真空壁以外）、ＴＭＰとスク
ロールでどこまで真空度が下がるかテスト

→１００℃弱２４ｈベーキング直後 （温度が室温になった状態）

１．０×１０＾－５（Ｐａ）

→その後４８ｈで

４．７×１０＾－６（Ｐａ）

★クライオポンプ内部に熱に弱い（７０℃以下）部品が
あり、クライオポンプを動かしていない状態では
ベーキング温度を上げることができなかった。



８/２０ １８：００ ２．２×１０＾－３（Ｐａ）

８/２１ １２：００ ２．７×１０＾－４（Ｐａ）

８/２２ １４：４０ ７．１×１０＾－６（Ｐａ）



Ｃｒｙｏ Ｐｕｍｐ 運転

●低温でのベーキング後、クライオポンプを運転さ
せて真空度がどこまで下がるかテスト。

→８/２４ １２：００ 運転開始 ４．７×１０＾－６（Ｐａ）

８/２５ １２：２０ ６．４×１０＾－９（Ｐａ）

８/２６ １１：２５ ２．５×１０＾－９（Ｐａ）

８/２７ １２：３０ １．８×１０＾－９（Ｐａ）

８/２８ １２：２５ １．１×１０＾－９（Ｐａ）

８/２９ ３０日に停電のためシャットダウン
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今後の予定

１、Ｃｒｙｏ Ｐｕｍｐを運転しながらの高温ベーキング

２、ＮＥＧ立ち上げ

３、Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ Ｃｈａｍｂｅｒ 等 設計 立ち上げ

４、極高真空下での寿命測定


